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フェロモンを利用するアリの集団採餌行動では，餌の場所や餌の
質などの情報をフェロモンを介して効率的に伝えることで結果的
に餌の大量運搬を可能にしている。一方で，実験的に効率の良い
はずのフェロモン情報を無視している個体が存在することが知ら
れている。本研究では，フェロモン情報を無視するアリが集団採
餌行動の採餌効率に与える影響をマルチエージェントモデルによ
る数値シミュレーションで評価した。
結果は，無視する度合いと個体数の
割合がある領域で集団採餌効率を
向上することを確認し，一定の非効
率的行動する個体の存在が重要で
あることを示した。そして，この結果
は非効率的行動する個体が存在す
ることで餌の発見率や運搬速度に
影響を与え効率を向上させている
ことを示した。

↓↓参加登録はこちら↓↓
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